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３ 要旨

「小石丸」絹が風合いはもとより力学的耐久性が極めて優れることを明らかにしてきたが、最も絹の劣化
に影響を与えるとされる紫外線の作用は、ほとんど不明である。そこで、実用的に問題となる絹の劣化に
ついて、紫外線の照射による「小石丸」絹（生糸）へ及ぼす影響をその生糸の力学特性の変化から検討
し、次のような結果を得た。

(1) 温度20℃、湿度65％での環境のもと、生糸への紫外線照射後日数が進むにつれて、生糸の強度、伸
度、ヤング率および降伏伸度は低下傾向を示すが、「小石丸」生糸は、対照とした春嶺×鐘月生糸よ
りかなり緩やかな低下傾向を示した。

(2) 具体的にヤング率は、紫外線無照射に対して「小石丸」では10日で２％、15日で４％のみの低下であ
るが、春嶺×鐘月は10日で10％、15日で32％の低下を示した。降伏伸度は、「小石丸」では10日で
10％、15日で15％の低下であるが、春嶺×鐘月では10日で21％、15日で44％の低下を示すと同時に
伸度でも50％までの低下を示すに至った。

(3) ヤング率の低下は、紫外線による絹繊維の変質劣化とみるべきで、「小石丸」は春嶺×鐘月に比べ
て劣化への抵抗性はかなり強く、耐久性に優れる最高位の絹衣料素材であると思われた。
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